
第４学年 理科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）14：35～15：20

授業者：萩原 潤

場 所：理科室 対象児童：４年２組

１ 単元名 「物のあたたまり方」

２ 単元の目標 金属や水，空気の温まり方に興味を持ち，金属や水，空気は熱したところからどのように温まっていくかについて予想や仮説を立て

て調べ，金属は熱した部分から順に温まっていくことや，水や空気は熱した部分が上方に移動して全体が温まっていくことなど，物の

温まり方について考えを持つことができるようにする。

３ 本時の指導

本時のねらい ・金属はどのように温まっていくかについて，導入の実験や生活経験を基に予想を立てて，自分の考えを表現することができる。

目指す児童の姿（表現） ・金属はどのように温まっていくかについて，導入の実験や生活経験を基に予想し，自分の考えを書いたり，友だちの考えと関連づけ

て述べたりすることができる。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 生活のなかで，物を温めた経験を話し合

う。（３分）

２ 金属の温まり方を体験する。（１０分）

・お湯に入れたスプーンをさわる。

・温めたフライパンを観察する。

３ 体験して気づいたことを発表する。（３分）

４ 本時の学習問題を確認する。（３分）

５ 金属の温まり方を予想する。

（１２分）

６ 予想を発表する。予想を出し合い，意見の

交流をする。 （１２分）

７ 自分の予想を見直す。（２分）

次のように，予想したことや友だちの考え

と関連づけた意見を述べている。

【予想に生かすためのICT活用】

・フライパンの中心だけを熱し，フライパンの中心にある

卵だけでなく，外側にある卵も温まっていくことに気付

かせ，金属の温まり方についての予想を持てるようにす

る。その際，事前に録画した動画を早送りで再生し，短

時間で全員が確認できるようにする。

【予想を生かすための導入の実験】

・日常生活でよく起こる現象として，お湯につけたスプー

ンを実際に触る体験を行う。熱していないところも徐々

に温まっていくことに気付かせ，金属の温まり方につい

ての予想を持てるようにする。

【TCCC の学習活動で思考を深めるための指導】

・問題の予想について考えたことを発表させ，互いの考え

を交流させたり関連付けたりさせる。また，思考を深め

させるための視点の与え方や板書の仕方を工夫する。

金ぞくは，どのようにあたたまってい

くのだろうか。

金属の板も棒と同じように熱したところから

全体に広がるように温まると思います。

お湯に入れたスプーンが温めていないところ

まで温まったので，棒のどこを熱しても，斜

めにしても，熱したところから全体へ温まる

と思います。

フライパンの中心を温めたとき，中心から全

体に広がるように温まったので，金属の板も

どこを熱しても，板全体に広がるように温ま

ると思います。

やかんや鍋を熱したとき，熱したところ以外

も温かくなったので，金属の棒や板も熱した

ところから順に温まると思います。


